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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

下記のとおり、平成26年５月９日に公表した業績予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 業績予想の修正について 

平成27年３月期通期業績予想数値の修正（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想 （Ａ） 580 △400 △220 △220 △85 19

今回修正予想 （Ｂ） 464 △462 △265 △311 △120 62

増 減 額 （Ｂ-Ａ） △116 △62 △45 △91 

増 減 率 （％） △20.0 - - - 

(ご参考)前期実績(平成25年３月期) 355 △569 △365 △366 △165 93

 

２． 特別損失の計上について 

当社が保有する投資有価証券CogniVue Corporation（以下「コグニビュー社」という）について

実質価額が著しく下落したため減損処理を行い、投資有価証券評価損を特別損失として46百万円を計

上いたします。コグニビュー社に関するビジネスは自動車関連分野において将来有望であり、今

後とも強力に推進してまいりますが、収益の実現には今しばらくの時間を必要としており、会計

上は保守的に減損処理を行うものであります。 

 

３． 修正の理由 

 売上高につきましては、ＩＰコアライセンス事業において、平成27年３月の契約を予定していた新

規ライセンス案件が顧客のスケジュール遅延の影響により契約時期が翌期以降にずれ込んだことによ

り、減収となる見込みであります。 

 当期純利益につきましては、売上高の減少に加え、上記、投資有価証券評価損を特別損失として計

上することにより前回予想を修正いたします。 

 

※上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は様々な要因 

によって予想数値と異なる可能性があります。               

  

以  上 
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